
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）
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年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
・事業概要

とき 平成２８（2016）年４月２８日～５月１日　（４日間）
ところ 廿日市市木材港周辺 参加見込者数 1,000人（2012年館山市；エリート約140人、一般約780人）

種目 内　容 ●実施方法
①エリート オリンピック予選対象のトップクラスの選手
②U-23 ２３歳以下　対象
③ジュニア １８歳以下　対象
④エイジ 5歳毎で区切りポイント付与される対象及び一般
⑤ﾐｯｸｽﾘﾚｰ 男女２人ずつのチームが選手ごとに短距離でリレー
⑥パラ 障がい者　対象

Ｈ27年度

Ｈ28年度

・事業費関連
【歳出】

委託料（交通量調査） 千円
大会負担金（実行委員会へ） 千円
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①
人口（4月1日現在） 117,680 人

市民1人当たり

②

人

32,433,750

  総  事  業  費 (A+B) 58,713,750

26,280,000

平成 26 平成 27
26,280,000
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項　　目 平成 25

人 3.75 人
  人  件  費  (按 分） B

人

  直  接  事  業  費  A

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

・世界遺産「宮島」を有す
る廿日市市を世界に発信
・国際交流及びスポーツ、
観光、地域振興に寄与し、
本市の活性化

・市民とともに全市を挙げた大会の成功
・2020年東京オリンピック・パラリンピックの側面支援
・スポーツを「する」人、「みる」人、「ささえる」人の誰もが、生涯にわたって
スポーツに親しみ、健康で、明るく豊かな生活が送れる生涯スポーツ社会の実現
（スポーツ振興）

実施主体

実行委員会
（市役所内）

市役所（職員）の役割 関係団体（パートナー） 関係団体（パートナー）の役割

大会実行委員会の支援と本市の観光
振興及び地域振興

スポーツ、商工、
観光、地域づくり
関係の各団体

安全な競技運営、選手や観客に対する
もてなし、まちおこし等

保健体育費
重 点 的 取 組 市民の多様な活動を支え、自己実現のできる環境にする 目 01 保健体育総務費

事業名
アジアトライアスロン開催事業

事業開始年度 平成 26

根拠法令
条例

個別計画 等
文化、スポーツ団体の活動支援、指導者の養成・支援

◎本市に馴染みのあるトライアスロン競技の国際大会を開催し、2016年にブラジル リオ・デ・ジャネイロ
で開催されるオリンピックのアジア代表枠選考会として実施

実行委員会方式（実行委員会を組織
し、市負担金、参加者負担金（エ
リート；招待、一般20,000円）、企
業協賛金により運営）

実
行
委
員
会

事務局運営、事前視察、参加者への案内書発送、各国へビザ発給依頼、広報宣伝、交通
誘導看板等作成、ボランティア募集、住民対策

選手宿泊、レセプションパーティ、大会運営（本部会場設営、記録、コース、スイム安
全管理、交通誘導、式典表彰など）

6,280
20,000

平成 27

担当課名 教育部　アジアトライアスロン大会事務局

予
算
科
目

会計 01 一般会計
基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 09 教育費
政 策 目 標 はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに 項 06


